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東京大学国語研究重蔵　黒川文庫目録(辞書之部)あ～う

藤本　灯

はじめに

本目録は'東京大学国語研究重蔵黒川文庫(辞書之部)

の目録である｡

当研究室では､戦後､一誠堂書店より購入した黒川家旧

蔵書｢黒川文庫｣を'昭和三四年に文学部に登録し'9･26･27棚の函架番号を付した｡これらは黒川文庫の｢地理｣｢伝記｣に始まる｢書籍目録｣三一部門のうち､一八番目の｢辞書｣と一九番目の｢語学｣に当たり'合計八聖ハ部一七三五冊(注1)とされる｡

当研究室所蔵黒川文庫の内容については､既刊の『東京

大草文学部国語研究室所蔵古窯本.古刊本目録』(東京大学文学部寓語研究室編/-986)'『黒川文庫目録』(日本書誌学大系86/NOO0-2001)､｢東大国語研究重蔵黒川文庫目録　その1　(あ～こ)｣(｢国語研究室｣5/1966)等によ

･平井　吾門･竹入　優
りその概要を知ることが可能であるが'いずれも書誌情報が簡潔であるため､従来の利用者にとっては不便な状況であった｡

そこで本稿では､国語研究重蔵黒川文庫の現状を整理し'
将来の利用者に情報を提供する目的で'黒川文庫の書誌を掲載した次第である｡

なお､本目録には多少の不備もあろうが､後日の補訂を

期したい｡【凡例(あ～う)】

本稿では'書名の頭音が｢あ｣｢い｣｢う｣に該当する書

を掲載したが､例外として｢〔韻鏡反切〕名乗即鑑｣｢増補伊呂波韻｣｢増益伊呂波雑韻｣｢新増色葉節用集抄｣｢増補印判秘決集｣を各々｢い｣の部に収めた｡また､｢改正韻鏡｣｢合類韻鏡｣｢古音韻鏡｣｢古本韻鏡｣｢指微韻鏡｣｢新増韻鏡～｣｢頭書韻鏡｣｢磨光韻鏡｣に準ずるものはそれぞれ｢か
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いせい｣　｢ごうるい｣等の頭書を以て排列し､｢韻鏡九弄安知砂｣　｢韻鏡九弄目前鏡｣　は外題｢九弄安知紗｣　｢九弄目前鏡｣　に従い､｢き｣篇に送った｡【凡例】･書名(原則として冠称を含めない)を五十音順に排列し､書誌を示した｡書名が同じ場合､刊写年の古い順に､刊写年不明の場合は写本1版本の順に､それ以降はL番号　(文学部登録番号)　の若い順に排列した｡･見出しは原則として外題に依り､旧字を新字に改めた｡･書名の読みは『国書総目録』『日本古典籍総合目録』等に依ったものが多いが､いずれにも記載の無い場合には､便宜的に示すこととした｡原則として現代仮名遣いに改めたが'｢てにをは｣　｢をこと｣に準ずる場合はその限りでない｡･編著者名は原則として本文の表記に従い､旧字を新字に改めた｡不明の場合は省略した｡･刊記等が存しない場合'刊写年代を推定して示した｡･表紙に　｢辞書｣　(朱円印)　の押されているものは全て原表紙と記した｡表紙の色合いは'参考までに現在の状態を示した｡･寸法は縦×横の順に示した｡
二一冊以上から成る本は①②③等の記号を以て各冊の丁数等を示した｡丁数は遊紙の枚数を含めたがう　見返しの剥が

れは含めない｡･本文のT頁　(半丁)　行数を示したが'不統一の場合や本文が図表のみの場合は省略した｡･本文の用字を漢字=漢､片仮名-片'平仮名=平､党字=党､訓点　(振仮名を含まない､また序政に付されたものを含まない)=訓､ローマ字-羅の略称により示した｡･序政の有無､年代､序政者は本文に記載されている限り示した｡表示の無い項目は､不明であることを表す｡但し､序文や政文自体が無い場合は､それぞれ序なし､政なし､序政なし等とした｡序政者の表記について'旧字を新字に改めた｡･印記の略称は以下の通りである｡｢黒川真頼蔵書｣　(朱方'4.4×).4誓)=頼'｢黒川実額｣(朱円'直径).3g･T)-〔頼〕'
｢黒川裏道蔵書｣　(朱方'4.4×　tA琴)=道､｢黒川真前蔵書｣　(朱方'4.8×).4誓)=前'｢東京帝/囲大草/国書印｣(先方､'5.9×5.9誓)=帝図､｢東京大学国書印｣　(朱方､3.6×　).〇軸ン)-東図､｢東京大草｣　(朱円'直径).2誓)=〔東大〕'｢国語｣　(先方'014×).)鞭ン)=国語｡また､これ以外の印の有無は印記欄末尾に示した｡刷印は記さない｡･外題･内題･奥書･刊記等の表記は原文通りを心がけたが､新字との差異が僅少である旧字を新字に改めた場合がある｡改行を/で､角書や小書きの文字を　〔　〕　で､原本に在る振仮名を　(　)　で'破損等で判読困難な箇所を口で
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示した｡また､刊記等における干支が小文字の場合は字配りに依らず全て　=　で示した｡割書や印記における改行はいちいち示さない｡･外題には第一冊の表記を掲げ'冠称から巻数までを『』内に示した｡表紙に記載された書名以外の情報について'外題に連なる場合は外題と併せて､独立する場合は｢表紙｣等の項目を別に立てて全てを記すようにした｡･内題は原則として見返し題･巻首題を示し､これらが欠けたり,これらと表記が異なる場合のみ'目録題･柱題･尾題等を示したo巻数は省略したoまた'見返しに記載された書名以外の情報も付記した｡･刊記は原則として全文を掲げたが'詳細な住所を省略した場合がある｡また､印刷の便宜上､原本の字配りを変更した場合がある｡･原則として(　)は､書誌作成者注を表す｡
阿叉羅帖　あしやらじよう

刊五巻五帖　江戸後期　26･t L668tt～668)5

0江戸後期刊'折本'栗色金砂子散し地原表紙'堵紙'(莱1-四帖)29.4×)5.2軸ン･(五帖)41･3×)5･2%ン､1部墨
罪,①二七折②三七折③三三折④四一折⑤三九折'漢･片･焚'絵図あり(1部着色)'序綾なし'杉箱入り(45･0×47･5

誓)(印記)顔,〔頼〕､道､前､帝図㌧〔東大〕､国語､他二種､

*箱蓋裏に印(道)､箱蓋裏貼紙に印(額)､箱底貼紙に印(演)

(外題)(箱･墨書)『阿叉羅帖〔五帖〕』･表紙『阿叉羅帖』吾妻路往来　あずまじおうらい　渚梅園船盛

刊1巻-冊　江戸後期　27･3)3　L67)96

0江戸後期刊､袋綴､薄緑色無地原表紙'堵紙､22･6×76･0誓､界線なし'九丁､T頁五行'漢･平'口絵(墨印､鳶湖画),嘉永七年()854)｢雪江横のあるし関弘道｣序､綾なし､他七冊と合峡(印記)頼'道､東図㌧　〔東大〕､国語(表紙)　(右･直･墨)嘉永七年渚梅園船盛作(外題)『吾妻路往来　完』(内題)･見返し-渚楳園船盛述/『吾妻路往来』/考古堂

蔵板

･巻首-『吾妻路往来』

吾妻余波　あずまなごり　岡本昆石

刊1巻二冊　明治　26･2　L66833～66834

0明治1八年(1885)刊､袋綴'香色布目地(押型)原表紙,樟紙､22.7×)4.8g･T'界線なし､上三三丁･下二九丁､
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漠･平･薙､口絵･挿図着色'明治一八年　(1885)　痴嚢譜史序･同年自序､政なしへ印記)　道'前'帝図㌧　〔東大〕､国語'他二種(外題)AncientandmodernVariousUsageofTokioJVO.

『〔古今百風〕　吾妻飴波　上』

へ内題)二屡･序-『〔古今百風〕吾妻銀波(あづまなごり)』へ刊記)　明治十八年一月廿日　版権免許

同　十八年十月　　　出版編輯人　東京府士族　岡本経朝出版人　同発責人　同

森戸錫太郎寓字屋錫太郎

白水郎之噂　あまのさえずり　坂昌周

写1巻一冊　江戸後期　26-3　L63372

0江戸後期写､袋綴､薄灰青色把繋(押型)原表紙､堵紙'27.6×　]7.5舵ン､界線なし､六五丁､1頁10行'漢･片･平､書入　(朱墨)､延享四年　(1747)　従五位下守大学頭林信光序･同五年　(1748)　法眼昌通序･同四年　(1747)　自序､政なし(印記)　頼'〔頼〕､道'帝図､〔東大〕､国語(外題)　『〔坂昌周撰〕　白水郎之噂』(内題)･巻首-『白水郎之噂』

異字篇　いじへん　寂本

刊二巻一冊　江戸中期　27･348･t L63044

0元禄三年　()690)刊'袋綴､芥子色FE繋(押型)原表紙'椿紙､)5.9×　)0.9鞭ン､墨界､九四丁'一貫六行､漠･片､訓点付刻'喜入　(墨)､南山豹隠序･貞享五年　()688)　紀之望嶺雲石堂曳尾子序､政なし､最終丁一部欠損､他三冊と合峡(印記)　額､道､前'東図㌧　国語(外題)　『異字篇　完』(内題)･巻首-『異字篇』

･柱-『異字』

(刊記)　元禄三庚午孟春吉且　中野宗左衛門異体字弁　いたいじべん　中根元珪

刊1巻1冊　江戸中期　27･343　L67054

0江戸中期刊'袋綴､柿渋色無地原表紙､樟紙､)8.2×〓.2誓'墨界'九二丁､漢､序政なし､巻首題の下に　｢(墨)　寛(花押)｣､巻首題の次に　｢洛遊中根　〔埠〕　元珪輯/誰東岡元菖寂懐書｣､他七冊と合峡(印記)　頼､〔頼〕､道､東図㌧　〔東大〕､国語､他一種(外題)『異鰻字排　完』(内題)･見返し-帝畿　書林　楳郁/『好異門』/玉池皇

鋸梓
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･巻首-『異鰻字排』

(刊記)洛陽五健橋御　梅村爾輿門綬梓
一行禅師字母表　いちぎょうぜんじじぼひょう

刊l巻一冊　江戸中期　27･292　L67)35

0江戸中期刊､袋綴,紺色布目地(押型)松皮菱紋(艶出)原表紙､堵紙､26,8×18･Ofン､七↑､漢･片･焚､書入(朱書焚字声点)､序政なし､三書合冊(校正干禄字書･焚字悉曇字母井釈義)､他〓冊と合峡(印記)顔,〔頼〕､帝図､〔東大〕'国語､｢愛岳麓蔵書｣(複

廓朱方)

(外題)『一行揮師字母表』(内題).巻首･･･『一行揮師字母表』

･柱-『字母表』

(巻尾識語)窯本云　以小野僧正自筆而令書寓畢

沙門澄躍書

田舎往来　いなかおうらい　岩崎矩満

刊1巻1冊　江戸後期　27･308　L67249

0江戸後期刊,袋綴,深緑色牡丹菊唐草紋(押型)原表紙､椿紙,25.7×78.2%ン､七一1㌧界線なし､漠.片､訓点付刻､序なし,宝暦八年(1758)日放､他九冊と合峡(印記)道,東図､〔東大〕'国語'文部省図書記(複廓朱

印)

(表紙)(右･直･朱)賓暦八年板/岩崎矩満著(外題)『田舎往来　全』(内題)･見返し-『田舎往来』

･柱…『田舎』

(刊記)書林　日本橋通一丁目　須原屋茂兵衛梓今川壁書解　いまがわへきしょかい　伊勢貞丈

写1巻一冊　江戸後期　27-3〓　L67235

0江戸後期写,袋綴'畢斗目花色無地原表紙'堵紙､27･3×)8.2gン､三二丁､1空○行､漠･片･平･訓､書入(朱)､自序,安永五年()776)日放､他四書と合峡(印記)道,帝図,〔東大〕'国語､｢矢部氏図書｣(先方)(表紙)(右･直･朱)伊勢貞丈著

〓二こ

(外題)『今川壁書解　全』(内題)･序-『今川壁書解』

･巻首-『今川壁書』

今川壁書解　いまがわへきしょかい　伊勢貞丈

写一巻1冊　江戸後期　27･3〓　L67248

0江戸後期写､袋綴'山吹茶色布目地(押型)原表紙､樟紙､26.2×78,3gン,界線なし､二IT､l頁=存'漠･片･平･訓､書入(朱)､自序､安永五年(1776)日放'他
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四書と合幌へ印記)　道､帝図､〔東大〕'国語(表紙)　(右･直･墨)　伊勢貞丈著(外題)『今川壁書解』へ内題)･序-『今川壁書鮮』

･巻首-『今川壁書』

増補伊呂波韻　ぞうほいろはいん

刊7巻l冊　江戸後期　27-353　L67296

0天明四年(1784)刊'袋綴'芥子色だ繋(押型)原表紙､堵紙､〓.〇×7.6鞭ン､界線なし､二三三丁'湊･片､訓点付刻'書入　(墨)､序綾なし､他三冊と合映(印記)　頼'〔頼〕､道､東図㌧　国語へ外題).『増補伊呂波韻　全』(内題)･凡例-『改正増補伊呂波韻』

･巻首-『増補以呂波韻』･柱-『廉益以呂波韻』

(刊記)享保十九　〔甲寅〕歳三月吉辰

京二億通車屋街角　村上勘兵衛寿梓天明四歳　〔甲辰〕　秋七月改正

増益伊呂波雑韻　ぞうえきいろはざついん

刊三巻一冊　江戸中期　27･34t L66804

○元禄七年()694)刊'袋綴'江戸茶色無地原表紙､堵紙'22.6×　)6.6鞭ン､界線なし､一三l Tt　漠･片､訓点付刻'喜入(朱)､序政なし､見返しに喜入　｢(墨)一念成就風沸四重煩悩迷雲　(以下略)｣'刊記の前に書入　｢(塞)　砂光山主木岩壁玄楚｣'表紙小破､他1冊と合峡(印記)　道'帝図､〔東大〕'国語､｢やま/ぐち｣　(朱円)､

他一種

(表紙)　(右.直･墨)　元禄板へ外題)『増益以呂波雑韻　全』へ内題)･巻首-上『増益伊呂波雑韻』･中『増益以呂波韻』

･下『増益以呂波韻』

･尾-上『大慶増益伊呂波韻』･中『増益以呂波韻』

･下『大慶増益伊呂波略韻』

･柱-『大鹿増益伊呂波韻』

(刊記)　元禄　〔七〕　年　〔甲成〕　卯月吉辰

大坂安堂寺町心賛橋筋　大野木市兵衛　改板

〔平かな片カナ〕　いろは字原考　いろはじげんこう　森立之

刊1巻一冊　明治　27･330　L66662

0明治七年()874)刊､袋綴､山吹茶色無地原表紙､猪紙'22.)×75.)軸ン､界線なし､二二丁'漢･片･平､明治七年()874)自序､政なし'他七冊と合険へ印記)道､帝図､〔東大〕､国語､｢黒川光長｣　(朱方)､
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他一種　(朱方)

(外題)『〔森立之著/平かな/片カナ〕いろは字原考　全』(内題)･見返し‥･明治甲戊新鏡『〔平かな/片カナ〕いろ

は字原考』森立之著

･序-『両偶字敦』

(刊記)東京　森立之蔵板〔日本国字〕以呂波字考録　いろはじこうろく　全長

刊二巻二冊　江戸中期　26･4･)　L66949.66951

○元文元年()736)刊､袋綴､錆浅葱色無地原表紙､緒紙､27･2×78.ム完ン､界線なし'上E]七丁･下三四丁､l頁〓宿､漢･片･平･焚､訓点付刻､元文元年(1736)紀南後学坂井橘周道序･同年自序'同年白旗'巻首題の次に｢寓南紀名高浦　僧全長編輯｣､三冊合峡(次項を見よ)(印記)頼,〔頼〕､道'帝図㌧〔東大〕､国語'他一種(外題)『〔日本国字〕以呂波字考録　上』(内題)･序･巻首･尾-『以呂波字考錬』

･柱-『伊呂波字考録』

(刊記)元文丙辰単行丁巳春本出

浪花書林　心斎橋筋順慶町　並川清右衛門版

〔日本国字〕以呂波字考録　いろはじこうろく　全長

刊二巻二冊〒巻欠)　江戸中期　26･4･2　L66950

○元文元年()736)刊'袋綴､錆浅葱色無地原表紙'堵紙'27･2×78.4誓界線なし'四七丁､1頁〓宿'漢･片･平'訓点付刻,元文元年(1736)紀南後学坂井橘周道序･同年自序､巻首題の次に｢寓南紀名高浦　僧全長編輯｣'三冊合秩(本書は前項上巻(166949)と同版なり)､題等及び見返し破損(印記)頼,〔頼〕'道､帝図､〔東大〕､国語(外題)『以呂波字考園』(内題)･序.巻首･尾-『以呂波字考錬』

･柱-『伊呂波字考録』

色英字類抄　いろはじるいしょう　塙忠兼

写一〇巻一〇冊(二晩)　江戸後期　26･5

L63)36-63740･62975-629)9

0江戸後期写'袋綴'緋色無地原表紙､堵紙､26･9×18･9
鞭ン､界線なし､①八八丁②七九丁③〓OT④九五丁⑤八

八丁⑥〓OT⑦七九丁⑧九五↑⑨九四丁⑩八五丁､-頁八行､漢･片､書入(朱)､序あり'天文元年(1532)｢通読大夫小槻｣本奥書･天保2]年(1833)伴信友識語写､第
一冊末尾に｢(朱)明治十一年五月以一本校合了　黒川真前｣

(印記)頼､〔頼〕,道､帝図㌧東図(秩)､〔東大〕'国語(表紙)(右･直･墨)春村校本/真頼校本(外題)『色英字類抄　第一』
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(内題)･序-『色葉字類抄』

･巻首-『伊呂波字類抄』

へ奥書写し)　(二種)-(第一〇冊巻尾貼紙)

以師卿本寛之漢倭之文字不審不一連々可見直在之
千時天文元　〔壬辰〕　稔八月日

通議大夫小槻　(花押写)

(付篭左上)　欠本/宇ヨリ須二至リテ二巻也

Ⅱ　(第一〇冊巻尾)
7本奥云/中院黄門　〔通窮卿〕　家蔵御本伊呂波字類抄　〔全

部十巻〕　聞其名尚美/痛恨生前1不播幸菅常昭依有藻草親敬語旨趣常昭/亦多余懇志而曲啓黄門恭荷恩免蔦博聞此書者洞院家/之述作也千時元禄十三庚辰年洛東隠逸似閑/

〓,マ)

伊呂波字類抄全十局今行諸本誤寓脱漏之多殆不可譲者/居多鳴乎韓寓巳屡致此難渋而巳予前得三本而比視之就中今/井似開所寛之中院家本頗佳而未能無誤即手日参互考訂其不/詳者一従香本隻手不意改義渉千両可者或不排是正者朱書/字傍儀一好土手新寛一通書未整頓別得二本因而再校之加束/書比之今行書頗為好本濁自歓愛収之書架以侯他日得善/本如有要俸寓者莫委歯葬書午而失墜余老婆心/天保四〔葵巳〕　年六月四日　　伴信友

薪増色葉節用集抄　いろはせつようしゆうしよう

写1巻丁冊　江戸後期　27･305-2　L63276

0江戸後期写'袋綴､湊鼠色布目地　(押型)　牡丹菊唐草紋(艶出)　原表紙'堵紙'26.4×20.2誓'界線なし､七丁､
1頁九行'漢･片･訓､｢高年ノ破禍(ノフ)騰英妙茂｣序､

政なし､巻尾に　｢所持/沼波少左衛門　(花押)｣､他一冊と合峡(印記)　頼'道'帝図㌧　〔東大〕'国語(外題)　『新増色菓節用集抄』(内題)･序-『新漕色菓節用集抄』韻会捷兄　いんかいしょうけん

刊7巻7冊　江戸後期　27･298･3　L67403

0文化元年　()804)　刊､袋綴､老竹色雷文繋桐唐草紋　(押壁)　原表紙､堵紙､22.4×)5.6誓'〓ハ四丁'一頁六行'漢･片'喜入　(栄)'序政なし､広告あり､他二冊と合幌へ印記)　頼､〔頼〕､道､前'帝図㌧　〔東大〕､国語､他一種(外題)『〔ロロロ印〕韻合口□□』(内題)･柱-『接見』へ刊記)　寛文十一〔辛亥〕　歳八月単行

文化元　〔甲子〕　九月補刻書舜　江戸洩州新寺町　　和泉屋庄治郎

大阪心斎橋唐物町　河内屋太助梓
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韻学槽梯　いんがくかいてい　三浦茂樹

刊二巻二冊　江戸後期　26･7　L67)66-67)67

0天保五年()834)刊'袋綴'藍墨茶色雲鶴紋(押型)原表紙､椿紙､22.8×76.)誓､墨界､上六三丁･下五四丁､
T頁九行､漢･片(政=湊･平)'図あり､天保三年()832)

相陽道斎三浦茂樹序'同年長門守大中臣藤井宿祢高尚政(序とあり)､巻首題の次に｢無相文雄翁原考　西涯近藤子業諜/道斎三浦茂樹　次｣(印記)頼､道'帝図㌧　〔東大〕'国語(外題)『韻畢槽梯　上』(内題)･見返し-無相上人原考/道賛先生編輯

『韻畢槽梯』/無心房梓

(ママ)

･序(上巻)-『約拳階梯』･目録-『韻畢稗梯(インガクカイティ)』･巻首-『韻畢槽梯』

(刊記)復明館蔵版/天保五　〔午年〕七月開板

大阪書林
高麗橋一丁目

心斎橋筋

同同同

藤屋弥兵衛河内屋長兵衛塩屋長兵衛柏原屋清右二門秋田屋源兵衛

九之肋橋一丁目　秋田屋良介

韻学揺拾　いんがくくんしゆう　雲洞里寂玄

刊三巻1冊　江戸初期　27･298･2　L67053

0寛文10年(1670)刊'袋綴'黄葉色布目地(押型)FE!繋原表紙､堵紙､)9.2×)3.6的ン､界線なし'二三四丁､1頁〓再'漢･片'訓点付刻､喜入(塞)､寛文一〇年ご670)自序'政なし､落書あり'他二冊と合峡(印記)頼'道､帝図､〔東大〕､国語(外題)『韻畢揺拾〔上中下〕全』(内題)｡巻首-『韻学括拾』(刊記)寛文拾年　戊七月吉日　戸嶋惣兵衛　開板韻学生蹄　いんがくせんてい　近藤酉涯

刊l巻一冊　江戸後期　27･336　L67363

0寛政六年()794)刊､袋綴､紺鼠色縁取割小菱紋(押型)原表紙'堵紙､27.)×)8.5%ン､界線なし､六九丁､t頁一〇行､漢･片'訓点付刻'宝暦七年()757H-丑沙門文雄序･寛政六年()794)自序､寛政六年()794)杜多感徹政､巻首題の次に｢備藩近藤篤子業父撰｣'他一〇冊と合峡'虫損(印記)頼'道､帝図､〔東大〕'国語'他一種(外題)『韻畢茎蹄　全』
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(内題)･見返し-.巳未校正/酉渡先生編輯/文雄和尚監定

/『韻畢茎蹄』/　(略)　墓湖堂梓

･巻首-『韻畢笠蹄』

(刊記)

宮田六左衛門彫刻川上勝好辞書

千時寛政六　〔甲寅〕　歳晩春

江戸小石川白山前町　雁屋久兵衛版

韻鑑古義標註　いんかんこぎひょうちゆう　河野界浦

刊二巻二冊　江戸中期　26･〓　L674tT674)2

0享保二年　(1726)　刊､袋綴､小豆色FE繋鳳風牡丹紋原表紙'堵紙､27.5×　)9.2誓'界線なしへ　甲三〇丁･乙四五丁'漢･片､訓点付刻､図あり'喜入　(朱墨)､享保一一年()726)　自序'享禄元年　(]528)　正三位行侍従臣清原朝臣宣賢政､見返しに喜入　(甲=朱墨･乙-塞)'付毒あり､五種切紙あり'｢韻鑑古義標註補遺｣　7冊と合険(印記)　額､〔頼〕'道､前　(甲本のみ)'東図㌧　〔東大〕､

国語､他丁種

(外題)　『韻鑑古義標註　甲』(内題)･序-『韻鑑古義標註』

･柱-(甲)　『韻鑑標註』二乙)『薯本韻鑑』･巻首『韻鑑古義標註』

(刊記)　享保十一〔丙午〕　暦十7月冬至日

洛陽書林　秋田屋平左衛門

文茎屋次郎兵衛　合梓

韻鑑古義標註補遺

いんかんこぎひょうちゆうほい　河野界浦

刊f巻1冊　江戸中期　26･〓　L674)3

0元文三年　ご738)　刊､袋綴'小豆色FE繋鳳鳳牡丹紋原表紙､椿紙､27.4×　19.)等､界線なし､二〇丁'一頁九行､漢･片'訓点付刻､書入(朱墨)､序なし､享保二1年()736)日放､見返しに喜入　(墨)､巻首題の下に　｢界清子　撰｣､広告あり､｢韻鑑古義標註｣　二巻二冊と合映(印記)　頼､〔頼〕､道､東図㌧　〔東大〕､国語'他1種(外題)『約鑑古義標註補遺　全』へ内題)･巻首-『韻鑑古義標註補遺』

･柱-『標註補遺』･尾-『音義標註補遺』

(刊記)　元文三載戊午三月吉旦

皇都書舜　文壷屋次郎兵衛

秋田屋平左衛門　同梓

韻鏡　いんきょう　張麟之

刊丁巻1冊　江戸初期　27･285　L67244
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○寛永十八年()64))刊､袋綴､緋色無地原表紙､堵紙'26･8×)8.)稚ン,界線なしt E]六丁､漢･片(序冒頭に訓点書入､春村自筆政=漠･平)'図あり'書入(朱墨)'紹興三年(tt67)張麟之序･嘉泰三年()203)張麟之序作､享禄元午(1528)正三位行侍従臣清原朝臣宣賢政･春村自筆政､本書〓〒目(｢五音五位之次第｣)袋内に三種切紙あり､二丁分欠丁を書写して補う､二書合冊(通志七音略(写本))(印記)額､〔頼〕､道'前､帝国､〔東大〕'国語(表紙)　(右･直･墨)春村喜入本(外題)『韻鏡〔寛永板〕』(刊記)寛永十八歳八月吉辰　二偵通鶴屋町　田原仁左衛

門梓行

韻鏡　いんきょう　張麟之

刊1巻1冊　江戸初期　26･8　L6735)

○寛永≡年(1644)刊､袋綴､御納戸色無地原表紙､堵紙,18.0×)3.0%･T'界線なし､五五丁'漢･片･訓､図あり,喜入(朱墨)'紹興三1年(〓6))張麟之序･嘉泰三年()203)張麟之序作'他1冊と合峡(印記)頼'〔頼〕'道'帝図､〔東大〕'国語(外題)『韻鏡〔寛永板〕』(内題)二扉･小口下-『韻鏡』(刊記)菖寛永廿1甲申三月日

利兵衛開板

韻鏡　いんきょう　張麟之

刊一巻一冊　江戸初期　26･8　L670)2

0正保二年(1645)刊､袋綴'舛花色無地原表紙､椿紙､)8･4×)3.5誓,界線なし'五五丁､漠･片･訓'図あり'喜入(塞),紹興三年()16))張麟之序･嘉泰三年(1203)張麟之序作､他一冊と合峡(印記)頼､〔額〕'道'帝図㌧〔東大〕'国語(外題)『韻鏡正保版』(内題)二扉-『韻鏡』(刊記)菖正保乙酉仲夏吉日韻鏡　いんきょう　張麟之

刊1巻一冊　江戸初期　27･286　L669二

〇明暦二年()656)刊'袋綴､珊瑚珠色横刷毛目地原表紙､堵紙､26.6×)8.0誓'界線なし､五三丁､漢･片(序に訓点喜入(朱墨)),図あり'書入(朱墨)'紹興三l年(まこ張麟之序･嘉泰三年()203)張麟之序作､享禄元年()528)正三位行侍従臣清原朝臣宣賢政､他五冊と合映(印記)頼､〔頼〕'道'帝図㌧〔東大〕'国語､他一種(外題)清芸推馨『韻鏡〔明暦版〕』薄碧叢書(刊記)明暦二　〔丙申〕初秋吉祥日
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韻鏡　いんきょう　張麟之

刊)巻一冊　江戸初期　27･286　L66908

0貞享二年()685)刊'袋綴'布目地　(押型)渋引原表紙'堵紙､25.8×]7.9誓､界線なし､五二丁､漠･片'図あり､喜入(朱)'紹興三1年(〓6))張麟之序･嘉泰三年()203)張麟之序作､享禄元年　(1528)　正三位行侍従臣清原朝臣宣賢政､｢五音直物五位之固｣　を切紙に書写し挿入す'他五冊と合峡(印記)　頼'〔額〕､道､帝図㌧　〔東大〕､国語'他一種(外題)　『韻鏡　〔貞享板〕』(刊記)　貞享二年　〔乙丑〕　孟春吉旦　書韓韻鏡　いんきょう　張麟之

刊1巻1冊　江戸初期　27･285　L67245

0江戸初期刊､袋綴､藍鼠色FE繋牡丹唐草紋　(押型)　原表紙､堵紙､26.2×　79.2誓､界線なし'五二丁､漢･片､図あり､喜入　(朱)､紹興三一年　(〓67)　張麟之序･嘉泰三年(1203)　張麟之序作､享禄元年　()528)　正三位行侍従臣清原朝臣宣賢政人印記)　頼､〔頼〕､道､前､帝図､〔東大〕'国語(外題)　清芸維馨『韻鏡　〔享禄板/　(朱)　弥本〕』薄斎叢書(巻末識語)　智性院空賢求之/沙門唯剛

韻鏡償字用格　いんきょうかなようかく　三輪義方

写一巻1冊　江戸後期　27･287　L668)8

0江戸後期写､袋綴'灰青色無地原表紙'堵紙､28.5×20.2誓'罫線　(刷)､六八丁'漠･片'全文韻図､序政なし'柱に　｢稲碧｣'外韓第十三開　(1八丁表)　まで記載'他四冊と合峡(印記)　頼､道'帝図㌧　〔東大〕'国語(表紙)　(右･直･墨)　三輪義方稿本(外題)　『韻鏡備字用格』韻鏡帰納藷手鑑　いんきょうきどういみなしゆかん　梶田亀斎

写一巻1冊　江戸後期　27･287　L67360

0江戸後期写､袋綴､黄支子色無地原表紙､堵紙､23.9×)6.9誓'界線なし'六六丁､一貫一〇行､漢･片　(序-漢･片･平)'喜入　(朱)､天保1　1年　()840)　自序､政なし､他四冊と合族へ印記)　頼､道'帝図㌧　〔東大〕'国語へ表紙)　(右･直.墨)　梶田亀斎稿本(外題)『韻鏡帰納謹手鑑　完』へ内題)･序-『韻鏡蹄納諌手鑑』　(インキヤウキドウイミ

ナシユカン)
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韻鏡敬　いんきょうこう　岡本保孝

写1巻l冊　江戸後期　27･289　L669)5

0江戸後期写'袋綴､芥子色無地原表紙'緒紙､23･5×)6･6誓､界線なし､八･五丁'漢･片､序綾なし'巻首題の次に｢況碧岡本保孝著｣､欄外に押紙あり'見返し内側に｢(塗)春暖之御｣云々の書差あり､六書合冊(十六通摂政･全斎読例･駁全斎読例二二経字音正靴考･五十音弁誤)(印記)頼'〔頼〕'帝図㌧〔東大〕'国語(表紙)　(右･直･墨)春村校本

*｢校本｣を朱にて｢書入｣に訂す

(外題)『韻鏡故〔(朱)保孝/春村写〕』(内題)･巻首-『韻鏡故』韻鏡考　いんきょうこう　佐藤仁之助

写1巻一冊　明治　27･288　L66780

0明治期写,袋綴'白茶色無地原表紙､樟紙､24･8×]7･)
枇ン､縦横墨界(刺)､六lT､1頁一〇行､漠･片'図あり､

朱墨校合,序政なし､見返しに書入(朱墨)､柱に｢黒川書斎｣'訂正の貼紙あり､他八冊と合峡(印記)頼､道､帝図､東図㌧〔東大〕､国語(表紙)　(右･直･墨)佐藤仁之助著(外題)『韻鏡考』へ内題)･巻首-『四十三韓分別論』(以下『内外樽論』等､

省略)

韻鏡字重　いんきょうじい

刊二巻一冊　江戸中期　27･287　L67367

○江戸中期刊､袋綴､墨色無地原表紙､堵紙'26･5×19Eン'界線なし,三二丁､一頁一〇行､漢･片'訓点付刻'序政なし､七丁袋内に切紙あり(六書八健等の記事を記す)､他E]冊と合峡(印記)頼､〔頼〕'道､帝図､〔東大〕､国語(外題)『韻鏡字嚢』(内題).巻首-『韻鏡字嚢　上』韻鏡袖中秘伝紗

いんきょうしゆうちゆうひでんしょう　毛利貞斎刊〓巻〓冊　江戸中期　26･)2　L66955･66965

0正徳五年()715)刊､袋綴､白茶色無地原表紙､樟紙､22･4×75.8E･,,界線なし'①四四丁②三二丁③三五丁④二九丁⑤四〇丁⑥三九丁⑦四〇↑⑧三五↑⑨三二丁⑳五二丁⑪五
一Tt漠･片'訓点付刻､図あり､序政なし

(印記)頼､〔頼〕'道､帝図㌧〔東大〕､国語'仙二種(外題)『〔諸説鯛断〕韻鏡袖中紗[巻之二』(内題)･見返し-重改訂正/洛下　毛利貞斎編集/『韻鏡

秘侍紗』/武陽　鏡寛校正
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･巻首-(第三～八冊)『韻鏡袖中秘伝砂』･(第九

冊)　『韻鏡名乗字大全』･(第10冊)　『韻鏡字子集』･(第一二1･1　1冊は巻首題なし)

へ刊記)　正徳第五　〔乙未〕　仲夏穀旦

雑下文堂　　鍵屋庄兵衛

河南四郎右衛門

韻鏡捷径　いんきょうしようけい　南鼻豹

写一巻一冊　江戸中期　27･354　L66679

0宝暦五年()755)写'袋綴､芥子色無地原表紙､堵紙､)6.3×　23.6誓'墨界　(押界の上に書く)､1三丁､漢･片､喜入　(朱墨)'宝暦五年(1755)　自序'同年墨川由頼政､虫損(印記)　頼､道'帝図､〔東大〕､国語'他六種(表紙〉　(右･直･墨)南蘇豹著　原本

(ママ)

(外題)『韻鏡捷経　完』へ内題)･序･政-『韻鏡韓径』

･巻首-『十二反切捷径』

韻鏡諸抄大成　いんきょうしよしようたいせい　馬場信武

刊七巻五冊　江戸中期　26･9　L67060-67064

0宝永二年(]705)刊､袋綴'鳶色格子地原表紙､堵紙､26.6×】7.8誓､界線なし'①七五丁②四五丁③五四丁④五五丁⑤六八丁､一貫〓1行'漠･片､訓点付刻'図あり､喜入

(朱墨)､宝永二年　(1705)　自序'政なし'第l冊巻首下喜入　｢(墨)　下館田中山寺/沙門行弘｣　(他随所に　｢行弘｣　印及び署名あり)(印記)　頼､道､帝図㌧　〔東大〕､国語､他四種へ表紙)　①　(右上･直.栄)　｢共五冊｣･(右下.直･墨)

ウ･ウ･ウ･ウ･ウ･

｢諒□堂文末主｣　②　(左下･直･墨)　｢舜星｣

(外題)『(朱)　韻鏡諸抄大成一』*二～五冊は外題なし

(巻数のみ)

(内題)･巻首･柱･尾-『韻鏡諸紗大成』へ刊記)　賓永二年五月下旬

京師書舗　　漕淵権兵衛

山岡勘右衛門小倉八郎兵衛　合刻

〔改正引文〕　韻鏡序例井二大啓明

いんきょうじよれいならびににろくけいめい

刊1巻7冊　江戸中期　27-287　L67395

0宝暦八年　(1758)　刊､袋綴'紺色無地原表紙'椿紙､27･2　×　]8･3誓､界線なし､三E]丁､漠･片､訓点付刻､三書合冊　(韻鏡序例･韻鏡二六啓明･韻鏡初学伝授)､他E]冊と同峡(韻鏡序例)一貫七行､図あり､紹興三1年　(〓61)　張麟
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之序･嘉泰三年(1203)張麟之序作､政なし'七丁袋内に切紙あり(六書八億等の記事を記す)

(韻鏡二六啓明)一頁九行'序政なし(韻鏡初学伝授)一頁九行､序政なし(印記)頼､道'帝図､〔東大〕､国語､他二種(外題)『国正乱文　韻鏡序例〔井二二ハ啓明　全』(内題)　(韻鏡序例)･柱-『韻鏡序例』

･尾-『韻鑑序例』

(韻鏡二六啓明)･巻首･柱-『韻鏡二六啓明』

･尾-『二六啓明』

(韻鏡初学伝授)･目録-『初畢俸授』

･柱-『韻鏡初学樽授』

(奥書)　(韻鏡二六啓明)

賛暦三栄酉九月十三日摂陽城北　原陰斎義宜謹識

(刊記)　(韻鏡初学伝授)

賓暦八　〔寅〕歳十月吉旦浪速書林　南本町萱丁目

高麗橋萱丁目

(後表紙見返識語)慈雲舎主

村井喜太郎浅野爾兵衛　合梓

韻鏡第三十八草内緒者非誤論いんきょうだいさんじゅうはっしょうのないてんはあやまりにあらざるろん

佐藤仁之助

写-巻1冊　明治　27-288　L66687

○明治二七年()894)写､袋綴'白茶色無地原表紙'堵紙､24･8×)7.2gン,縦横墨界(刷)､二〇丁'1頁一〇行､漠･片'実額書入(朱)'序政なし､巻首題の次に｢佐藤仁之助故｣'柱に｢黒川書碧｣､他八冊と合峡(印記)頼'道､帝図㌧〔東大〕'国語(表紙)　(右･直.墨)佐藤仁之助著(外題)『韻鏡第三十八章内韓者非誤論』(内題)二扉-『韻鏡第三十八章内韓者非誤論』

･巻首-『韻鏡第三十八章ノ内樽ハ誤lデラサル論』

(奥書)明治二十七年東京市祝捷大骨日稿了

1読了　実額

韻鏡第三十八草ハ外輪卜定ムへキ論いんきょうだいさんじゅうはっしょうはがいてんとさだむべきろん

佐藤仁之助

写1巻1冊　明治　27･288　L66682

0明治二七年(1894)写'袋綴'白茶色無地原表紙'堵紙､25･0×]7.4誓､縦横墨界(刺)'〓丁､1頁一〇行'漢･片､墨書校合､序政なし､巻首題の次に｢佐藤仁之助敬｣､柱に
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｢黒川書斎｣'訂正の貼紙あり､他八冊と合快へ印記)　頼､道､帝図､〔東大〕'国語へ表紙)　(右･直･墨)　佐藤仁之助著へ外題)『韻鏡第三十八章ハ外樽卜定ムへキ論』へ内題)二扉-『韻鏡第三十八草ハ外韓卜定ムヘキ論』

･巻首-『韻鏡第三十八章ハ外樽トスへキ論』

へ奥書)　明治二十七年十二月五日稿了韻鏡第三十八草ハ外韓ナルへキ論いんきょうだいさんじゅうはっしようはがいてんなるべきろん

佐藤仁之助

写l巻l冊　明治　271288　L67056

0明治期写､袋綴'白茶色無地原表紙'堵紙'25.0×　)7.2誓う縦横墨界(刺)､二六丁'1頁10行､漢･片'図あり､序政なし､墨書校合'柱に　｢黒川書賓｣'訂正の貼紙あり､他八冊と合幌へ印記)　頼､道､帝図､〔東大〕､国語へ表紙)　(右･直･墨)佐藤仁之助著へ外題)『韻鏡第三十八章ハ外韓ナルへキ論』(内題)二扉･巻首-『韻鏡第三十八章ハ外韓ナルへキ論』韻鏡藤氏伝　いんきょうとうしでん　富森一斎

刊二巻二冊　江戸中期　26･)3　L67084-67085

○安永五年()776)刊'袋綴'藍鼠色無地原表紙､堵紙'27.7×　)9.5誓'界線なし､乾四五丁･坤四〇丁､1頁T0-1一行'図あり'漠･片､訓点付刻'喜入(朱)､明和六年()769)
自序'安永元年　(]772)　藤原直養政(印記)　頼､〔頼〕､道'帝図㌧　〔東大〕､国語(表紙)　(右･直･墨)安永元年　富森1斎述(外題)『〔国字詳開合法〕韻鏡藤氏侍　乾』(内題)･巻首-『韻鏡藤氏樽』へ刊記)　安永五年　〔丙申〕　孟春

書林　二条御幸町西入町　山本長兵衛

三条烏丸酉入町　八幡屋勘三郎

彫刻

韻鏡名乗集　いんきょうなのりしゆう　華房兵蔵

刊1巻一冊　明治　27･342　L63045

0明治10年　()877)　刊､袋綴､黄葉色記繋　(押型)　原表紙'樟紙､〓.9×)6.7誓､墨界､七g]丁､一頁〓1行､漢
･片､図あり､序政なし'他五冊と合幌

へ印記)　道'帝図㌧　〔東大〕'国語､｢蔵印｣　(朱方)､｢博文

堂｣　(朱方)

(外題)『〔華房兵蔵/華房文直　編輯〕　韻鏡名乗集　全』(内題)･見返し-『〔華房兵蔵/華房文直　編輯〕　韻鏡名

乗集』博文堂蔵版　(蔵印)
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･巻首-『韻鏡名乗集』

(刊記)明治十年十月廿二日版権免許

同　　十二月廿六日出版編輯人　東京府平民　華房兵蔵出版人　千葉解平民　森市三郎(博文堂朱印)

韻鏡発輝　いんきょうはつき　大滞賓

刊丁巻1冊　江戸後期　27･287　L66952

0天保l三年()842)刊､袋綴'菜花色無地原表紙､緒紙､25･7×)8.2誓,界線なし'四七丁､漢､全文韻図､序政なし'他四書と合険へ印記)頼,〔頼〕'道､帝図､〔東大〕'国語'｢明音斎｣菜

円)'他一種

(外題)『韻鏡蟹輝　全』(内題)二扉-座右不可須輿欠乏書/『韻鏡蟹輝』/日本

東都　大滞賓改定

(刊記)天保十三年壬寅春正月

男　大揮述女　春癌見　　謹同校

韻鏡発輝易索　いんきょうはっきいさく　大揮賓

刊二巻二冊　江戸後期　26･74　L66870-660071

○江戸後期刊､袋綴､秘色色布目地(押型)原表紙､緒紙､25･8

×l00.≡ン､界線なし,上三一丁･下三五丁､一頁九行､漠･片､序なし,天保1五年()844)小村光忠政､各冊巻首題の次に｢東都　大洋賓　著/男　大滞述　謹/女　春癌見　同/門人　小村光忠　校｣'柱に｢忠恕塾蔵｣(印記)頼､道､前'帝国､〔東大〕､国語(表紙)　(右･直･墨)大津賓著へ外題)『韻鏡壁輝易索　上』(内題)･見返し･･･明音斎中秘書/『韻鏡登輝易索』/同門

外不評窺

･巻首-『韻鏡畿輝易索』

韻鏡発輝種字　いんきょうはつきしゅじ

刊三巻三帖　江戸後期　27･345･)3･)～3　L67078-67020

0文政二重()829)刊､折本､黄葉色無地原表紙､緒紙､)7･5×7.)誓､墨界､各四折､l頁三行､漠･片､序なし'大揮賓政､各帖後表紙に花押あり'中巻紙背に落書あり'他
1四冊と合映

(印記)頼,道､東図､〔東大〕､国語'｢同盟之外禁窺見｣

(朱方)､｢明書斎｣　(朱円)

(外題)『韻鏡単輝種字　上』(内題)･巻首-『韻鏡蟹輝種字』(刊記)文政己丑夏五月新刻　東都　忠恕塾蔵
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〔韻鏡反切〕　名乗即鑑　いんきょうはんせつなのりそっかん

刊一巻一冊　江戸後期　27･363　L66637

0天明六年　〓786)　刊'袋綴､藍鼠色布目地葵唐草紋　(押壁)　原表紙､堵紙､)5.7×)0.9誓､墨界'五三丁t l頁七行､漠･片'訓点付刻､東海序･天明五年　()785)　｢東山力之光公曙｣序'政なし､凡例末尾に　｢廉瀬幽閑末流　加州金棒　多田秀洞識｣(印記)　頼'道､帝図､〔東大〕､国語(外題)『〔園鏡反切〕名乗即窒　全』(内題)･見返し-世　へヨ)ニ韻鏡　へヰンキヤウ)　ノ喜　八シ

ヨ)　多　へオホシ)　シトイへドモ　(略)　『〔韻鏡反切〕　名乗即鑑』/浪草書率　柳原積玉囲蔵

･序-『名乗即萱』『名乗即鑑』･凡例･尾-『韻鏡反切名乗即鑑』

(刊記)　天明六年丙午三月単行浪華書舜　心賓橋北久太郎町額行書林　江戸日本橋通7丁目

同　　　　通二丁目同　　　　芝神明前同　　横山町三丁目尾張名古屋本町七丁目伊勢　津　立町京　三億通御幸町

河内屋喜兵衛須原屋茂兵衛山城屋佐兵衛岡田屋嘉七和泉屋金右衛門永楽屋東四郎山形屋樽右衛門吉野屋仁兵衛

大坂心斎橋通北久太郎町　河内屋喜兵衛

韻鏡秘事抄　いんきょうひじしょう

写一巻1冊　江戸後期　27･288　L67362

0文政七年　(1824)　写'袋綴､白茶色布目地　(押型)　原表紙'堵紙'25.)×　45.8誓､界線なし'二二丁､漠･片､序政なし､他八冊と合幌へ印記)　頼､〔頼〕'道､帝図､〔東大〕､国語､｢水哉｣　(栄

方)'他二種

(外題)　『韻鏡秘事抄』(内題)二扉-『韻鏡秘事抄』へ奥書)　寛文九　〔己酉〕　歳

天明六　〔丙午〕　年間十月三日　前橋　米砂写之

(以上本奥書)

文政七　〔甲申〕　年七月十五日　上毛桐生　水哉写之

韻鏡翼　いんきょうよく　乗運

刊三巻三冊　江戸中期　26･75　L67〓0-67tt2

0寛保元年(1741)刊､袋綴'錆青磁色無地原表紙'緒紙'27.1×　)7.9誓'界線なし､上三四丁･中1七丁･下四五丁､1頁10行'漠･片､訓点付刻'図あり'寛保元年　(174))年南湖掘正修序･同年金剛峰沙門南霊序･同年自序､同年
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東都神長済政(印記)頼'道'帝図㌧　〔東大〕'国語(表紙)　(右･直･墨)寛保元年/滞乗運著(外題)『韻鏡翼　中』(上下巻題妻1部破損)(内題)･巻首-『韻鏡翼』(刊記)寛保元年辛酉夏五穀旦

皇都書林　西大儀数珠屋町

堀川通錦小路上町寺町通錦小路上町錦小路新町酉へ入町

永田勘兵衛中村次郎兵衛山本平左衛門永田調兵衛　　梓行

韻字　いんじ

写1巻l冊　江戸後期　27･29t L67357

0江戸後期写､袋綴'渋引原表紙､樟紙､27･7×78･6%ン'界線なし'六一Tt　1頁六行'湊.片､序政なし'他10冊と合映(印記)道､頼'〔頼〕'帝図㌧　〔東大〕､国語(外題)『韻字』増補印判秘決集　ぞうほいんぽんひけつしゅう　盛典

刊1巻1冊　江戸中期　27･334　L6746)

○寛保三年(1743)刊'袋綴､錆鼠色横刷毛日原表紙､樽紙､25.7×)8.0誓う界線なし'四E]丁'1真二1行､漠･

片･焚,訓点付刻､寛保三年(1743)自序､享保一七年(1732)政'他二冊と合険(印記)道'前､帝図㌧〔東大〕､国語'他三種(外題)『増補印判秘決園国』(内題)･巻首-『増補印判秘決集』(刊記)寛保三発亥仲秋吉旦

江府　日本橋南通三丁目　吉文字屋次良兵衛板

運歩色葉集　うんぽいろはしゅう

写三巻三冊　江戸後期　26･)6　L62942-62914

0江戸後期写､袋綴'黄発色FE繋(押型)原表紙'堵紙'26･3×79.)誓､界線なし'上空ハ丁･中七六丁･下六〇丁､1頁八行､漠･片､図あり'書入(朱墨)'序政なし(印記)頼､〔頼〕､道､前､帝図､東図(秩)'〔東大〕'

国語'｢黒川書斎｣　(朱方)

(外題)『運歩色葉集　上』(内題)･巻首-『運歩色菓集』
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運歩色葉抄　うんぽいろはしょう

写四巻四冊　江戸後期

26-77　L62958-62961

○江戸後期写'袋綴'朱色FE!繋(押型)原表紙､堵紙､26･8×)8.5%ン'界線なし'①E]五丁②七五丁③六〇丁④六二丁'1頁八行､漠･片､図あり､書入(朱)'序綾なし､第一冊



見返に裏道貼紙ありへ印記)　頼､〔頼〕'道､帝図､東図　(秩)､〔東大〕､国語へ表紙)　(右･直･墨)①伊至利〔春村本〕②奴至久③屋至

由④免至須　〔井魚鳥獣盛花木草花〕

(外題)『運歩色葉抄　1』

(ママ)

へ内題)･巻首-『運歩色菓集』〔注〕1　『黒川文庫目録　索引編』(日本書誌学大系86/200))　五九頁参

照｡

(ふじもとあかり大学院人文社会系研究科博士課程三年)(ひらい　あもん大学院人文社会系研究科博士課程二年)(たけいりゆう大学院人文社会系研究科修士課程一年)
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